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㊧
童
条
家
電
室
や
詮
開
催
！

8
月
1
5
日
　
（
水
）
第
2
5
回
吉
舎
ふ
れ

あ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
、
3
日
前
か
ら
雨
模
様
の
天
気
が
続

き
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
と

か
天
気
も
祭
り
の
味
方
を
し
て
く
れ
た
よ

う
で
し
た
。

沢
山
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
準
備

も
整
い
い
よ
い
よ
6
時
、
ス
タ
ー
ト
の
煙

火
を
合
図
に
祭
り
は
始
ま
り
ま
し
た
。

皮
切
り
は
吉
舎
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
。
和
柄
の
か
わ
い
い
甚
平
姿
の
中

学
生
が
素
敵
な
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。そ

の
後
、
上
垣
実
行
委
員
長
の
挨
拶
、

増
田
三
次
市
長
ほ
か
来
賓
の
方
の
挨
拶
と

続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
三
次
市
在
住
の
　
「
竹
弦
」
　
の
ラ

イ
ブ
、
吉
舎
町
出
身
の
藤
千
春
オ
ン
ス
テ

ー
ジ
と
祭
り
は
盛
り
上
が
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
の
下
で
は
、
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド

の
抽
選
会
や
、
1
0
0
名
限
定
の
子
ど
も

ピ
ン
ポ
ン
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
各
会
場
で
は

長
蛇
の
列
が
で
き
、
賑
や
か
な
笑
い
声
が

し
て
い
ま
し
た
。

支
所
の
玄
関
上
に
は
、
日
彰
館
高
校
書

道
部
に
よ
る
ア
ー
ト
が
掲
げ
ら
れ
、
写
真

展
の
ブ
ー
ス
で
は
初
め
て
こ
れ
ま
で
の
受

賞
作
品
が
展
示
さ
れ
、
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち

が
力
作
に
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
吉
舎
音
頭
」
の
盆
踊
り
の
後
は
、
い

よ
い
よ
う
ち
わ
抽
選
会
。
今
年
は
4
0
0

枚
用
意
さ
れ
た
う
ち
わ
は
あ
っ
と
い
う
間

に
な
く
な
り
沢
山
の
方
が
抽
選
会
を
楽
し

み
に
し
て
下
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

今
年
は
記
念
の
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
1
5

個
の
大
と
う
ろ
う
が
5
0
0
0
個
の
小
灯

ろ
う
と
共
に
幻
想
的
な
夜
景
を
作
り
出
し

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
待
ち
に
待
っ
た
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
大
花
火
大
会
。
今
年
は
約
3
0
0

0
発
の
花
火
が
用
意
さ
れ
、
美
し
い
夜
空

を
演
出
し
ま
し
た
。

2
5
回
を
迎
え
た
吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
。

本
当
に
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
こ
こ
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
祭
り
が
、
来
年
も
に
ぎ
や
か
に
開

催
で
き
る
よ
う
、
願
い
な
が
ら
夜
空
の
花

火
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

（
松
田
　
正
美
）
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・
吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て
，

8
月
4
日
　
（
土
）
、
元
福
六
酒
造

の
酒
蔵
に
て
、
第
2
5
回
を
数
え
る

吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
記
念
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
開
催
前
の
心
配
を
払

拭
す
る
多
く
の
人
に
来
場
頂
い
て
、

大
成
功
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
昨
年
の
ふ
れ
あ
い

祭
り
が
、
終
了
し
た
直
後
に
話
が
持

ち
上
が
り
、
関
係
各
所
に
お
願
い
を

し
、
や
っ
と
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た。
特
に
あ
の
場
所
は
、
絶
対
に
譲
れ

な
い
ス
ペ
ー
ス
で
し
た
。
築
1
0
0

年
以
上
の
あ
の
素
晴
ら
し
い
白
壁
の

建
物
。
「
町
内
に
も
こ
ん
な
に
も
い

郎
所
親
許
崇
需
和
郎
割
勘

っ
て
ほ
し
い
」
　
そ
の
一
念
で
し
た
。

当
日
来
場
い
た
だ
い
た
お
客
様
の
中
に

町
内
の
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
初
め
て

蔵
の
中
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
る
方
が
、
お

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
数
年
先
に
は
、
尾
道
松
江
横

断
道
が
開
通
す
る
予
定
で
す
。
吉
舎
町
内

に
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
良
い
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
と
吉
舎
の
ふ
れ
あ

い
祭
り
を
後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
と
共
に
、

吉
舎
町
を
も
っ
と
自
慢
で
き
る
町
に
で
き

る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
絶

対
に
必
要
で
す
。

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
人

選
手
が
、
団
体
戦
で
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
よ
う
に
町
民
皆
一
丸
と
な
り
、
が

ん
ば
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委
員
会

企
画
委
員
長
　
免
田
宏
司
）
i

グ
ラ
ン
プ
リ
は
「
と
い
ち
会
」

今
年
の
灯
ろ
う
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
町
内
外
か
ら
帖
の
団
体
”
個
人
の
方
が
出
展
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
な
お
奨
励
賞
は
次
の
皆
様
で
す
。

カ
イ
ハ
ラ
産
業
㈱
吉
舎
工
場
　
鎧
坂
茂
隆
　
吉
村
正
文
　
森
田
則
清
　
八
幡
保
育
所

三
次
市
吉
舎
支
所
　
ご
り
ん
ち
ょ
　
お
盆
休
み
　
向
井
自
動
車
　
井
上
一
夫

敷
地
自
治
振
興
会
　
中
国

自
治
振
興
会
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委
員
会
灯
ろ
う
部
会
）
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妾
田
ふ
れ
あ
い
納
涼
の
夕
べ

8
月
1
3
日
　
（
月
）
午
後
7
時
よ
り
安
田

小
学
校
体
育
館
で
開
催
し
、
約
3
5
0
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

降
水
確
率
7
0
％
の
悪
天
候
が
予
想
さ
れ

た
た
め
、
会
場
を
例
年
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
体
育
館
へ
変
更
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

一
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
、
吉
舎
町
出
身

の
歌
手
藤
千
春
さ
ん
を
再
度
お
迎
え
し

歌
謡
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
が
、
「
や
っ

ぱ
り
上
手
い
ね
」
　
「
着
物
姿
が
素
敵
ね
」

と
み
な
さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」
で
は
、
白
附
青
空
く
ん
と
松
島

大
臭
く
ん
（
と
も
に
安
田
小
一
年
）
が
当

選
番
号
を
読
み
上
げ
る
た
び
に
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

花
火
も
天
候
に
よ
る
打
上
中
止
も
覚
悟

し
て
い
ま
し
た
が
、
無
事
に
安
田
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
、
真
夏
の

夜
空
に
咲
い
た
、
シ
ン
プ
ル
で
も
見
ご
た

え
の
あ
る
花
火
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

（
滝
上
　
洋
）

や
わ
た
ふ
れ
あ
い
の
夕
べ

8
月
1
4
日
　
（
火
）
午
後
7
時
か
ら
、
第

1
9
回
『
や
わ
た
ふ
れ
あ
い
の
夕
べ
』
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
天
候
不
順
で
雨
が
い
つ
降
る

か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
会
場
を
ど
ち
ら
に

す
る
か
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
体
育

館
で
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

八
幡
こ
ど
も
太
鼓
を
皮
切
り
に
、
カ
ラ

オ
ケ
や
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
盆
踊
り
、

穴
笠
子
ど
も
神
楽
団
に
よ
る
神
楽
を
行
い

ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
皆
さ
ん

に
よ
る
子
ど
も
神
楽
は
、
普
段
あ
ま
り
見

る
こ
と
が
な
く
、
皆
さ
ん
熱
心
に
見
入
っ

て
お
ら
れ
、
舞
が
終
わ
る
と
拍
手
喝
采
で

した。最
後
に
、
八
幡
自
治
振
興
会
。
八
幡
地

区
社
協
と
地
域
の
事
業
主
「
㌻
皐
帥

提
供
さ
れ
た
福
ま
き
が
行
わ
れ
、
1
人
で

沢
山
の
景
品
を
も
ら
っ
て
お
ら
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。

売
店
で
は
、
生
ビ
ー
ル
、
焼
き
そ
ば
、

ト
リ
串
、
か
き
氷
、
綿
菓
子
、
ヨ
ー
ヨ
ー

等
で
た
く
さ
ん
の
人
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま

した。当
日
、
朝
か
ら
の
準
備
や
、
翌
日
の
後

片
付
け
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

野
上
清
治
）

安
田
小
6
年
の
3
人
は
、
「
く
ど
き
」
で
盆
踊
り
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

屋
内
で
「
慰
安
の
夕
べ
」
大
璧
況

8
月
1
4
日
　
（
火
）
　
午
後
8
時
、
悪
天
候

に
よ
り
体
育
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
約
1
5
0
名
の
入
場
者
で
屋
内
は
埋

め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
多
数
で
大
き
な
輪
に
な
り
、
盆

踊
り
の
始
ま
り
で
す
。
吉
舎
音
頭
。
徳
市

音
頭
・
炭
坑
節
〃
口
説
き
な
ど
小
学
生
が

叩
く
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。

花
火
は
中
止
と
な
り
、
女
性
部
〃
中
高

生
。
若
葉
会
・
有
志
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
、
花
火
以
上
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
の
で
は
？
と
思
い
ま
す
。
特
に
女
性

部
。
中
高
生
に
よ
る
A
K
B
4
8
顔
負
け

の
ダ
ン
ス
は
、
会
場
中
が
大
盛
り
上
が
り

に
な
り
ま
し
た
。
福
引
も
景
品
2
5
点
が

ラ
ッ
キ
ー
な
人
に
引
き
取
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
屋
内
で
の
開
催
も
親
近
感
が
あ
り

会
話
も
弾
み
、
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
と
の

声
も
聞
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
や

は
り
外
で
花
火
が
見
た
い
そ
う
で
す
。

（
中
倉
政
子
）
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岩田畑割伊水須伊迫

崎畑山下藤田川藤谷

紀佑
い子斗
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暑
い
　
熱
い
　
敵
地
納
涼
の
夕
べ

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
、
8
月
1
3
日

（
月
）
　
夜
8
時
か
ら
「
納
涼
の
夕
べ
」
を

行
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
雨
模
様
の
天
気
で
敷
地
体
育

館
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
帰
省
客

の
方
。
区
民
の
方
、
大
勢
の
参
加
が
あ
り

賑
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

七
ッ
拍
子
〃
扇
子
踊
り
の
盆
踊
り
、
小

学
生
の
合
唱
・
育
成
会
＆
中
高
校
生
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン

ス
最
後
は
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど

い
ろ
ん
な
催
し
も
の
で
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
青
壮
年
会
の
皆
さ
ん
も
　
生
ビ

ー
ル
。
と
り
串
・
か
き
氷
〃
金
魚
す
く
い

な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る

バ
ザ
ー
で
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
宵
は
老
若
男
女
の
元
気
な
声
、
声
　
そ
し
て
た

く
さ
ん
の
笑
顔
、
笑
顔
、
暑
い
熱
い
真
夏
の
楽
し
い

敷
地
の
夜
で
し
た
。

（
大
上
清
隆
）

中
四
字
自
治
振
興
会
で
は
、

環
境
。
振
興
部
を
中
心
に
有
志

の
皆
さ
ん
で
灯
ろ
う
作
り
に
挑

戦－。
約
ひ
と
月
が
か
り
で
黙
々

と
？
わ
い
わ
い
“
が
や
が
や
賑

や
か
に
灯
ろ
う
作
り
に
励
み
ま

し
た
。8

月
鳩
目
当
日
、
朝
6
時
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集

合
。
現
地
へ
の
据
付
作
業
へ
、

約
2
時
間
で
完
成
。
み
ん
な
で

に
っ
こ
り
記
念
写
真
…

あ
と
は
、
天
候
次
第
と
祈
る

の
み
…

そ
し
て
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
の

始
ま
り
を
つ
げ
る
煙
火
、
川
面

を
彩
る
美
し
い
灯
ろ
う
の
光
…

皆
さ
ん
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。
　
　
　
（
時
宗
一
実
）

夏
休
み
子
と
も
美
緬
館

－
ふ
る
さ
と
同
案
写
生
展
－

夏
休
み
期
間
中
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
毎
年
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
。
き
さ
と
吉
舎

町
自
治
振
興
連
合
会
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
作

ト
に
つ
い
て
色
々
と
学
び
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（敬称略）

○
最
優
秀
賞

○
優
秀
賞

品
展
で
す
。

今
年
は
、
7
月
2
6
日
か
ら
8
月
2
6
日
ま

で
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
と
、
一
般
か
ら
の
　
○
佳
　
作

応
募
。
出
展
作
品
4
2
点
を
展
示
し
て
、
多
く
の

人
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

8
月
1
7
日
は
、
入
賞
者
の
表
彰
を
行
っ
た

罷
持
続
璽
覇
童
謡
葬

貴
穂
　
（
高
2
）

勇
人

あ
か
ね

裕
子

め吉
教喜

（幼稚園）

（高2）

（高3）
（3歳）

（3歳）
（小5）

（高2）
（高3）

…
瀬
智
明
）
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8月25日（土）午前9時30分よりB＆G海洋センターで、“おもしろミニスポーツに

チャレンジ！”と題して、スポーツ大会を開催しました。約40名の方がスリッパ卓球とペタ
ンクに挑戦しました。最初は慣れないスポーツに戸惑いもありましたが、やり始めると熱が入
り、あちこちで歓声やため息が聞こえていました。以下のペアの方々が熱戦の末、賞品を勝ち
取られました。成績は次の通りです。（松田正美）

スリッパ卓球　1位…奥田義和さん（清　綱）、山崎訓子さん　（上安田）

2位・“・上垣良三さん（安　田）、天野治子さん　（敷　地）

3位‥“谷光俊武さん（吉　舎）、高下美憲子さん（吉　舎）
ペタンク　　　1位…免田福一さん（三　玉）、中倉政子さん　（徳　市）

2位…田上孝治さん（檜）、正山輿恵さん　（安　田）

3位・・・大上清隆さん（敷　地）、天野かおりさん（敷　地）

主催：吉舎町地区社会福祉協議会連絡会／吉舎町自治振興連合会

吉舎地区民生委員“児童委員／青少年育成吉舎町民会議
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8
月
5
日
　
（
日
）
　
三
次
市
消
防
団
小
型
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
が
、
十
日
市
親
水
公
園
で
開
催
さ

れ
、
吉
舎
方
面
隊
を
代
表
し
て
、
第
四
分
団
（
八

幡
地
区
消
防
団
）
　
か
ら
選
ば
れ
た
7
名
が
、
4
月

か
ら
週
2
回
、
午
後
7
時
0
0
分
か
ら
9
時
0
0
分

ま
で
、
時
に
は
納
得
が
い
く
ま
で
1
0
時
過
ぎ
ま
で

熱
心
に
練
習
さ
れ
、
延
べ
3
7
回
の
練
習
の
結
果
、

見
事
第
3
位
の
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
選
手
以
外
の
団
員
の
皆
さ
ん
も
毎
回
お

手
伝
い
に
出
動
さ
れ
、
吉
舎
方
面
隊
の
一
致
団
結

の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

選
手
の
皆
様
、
団
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
上
清
治
）

高
齢
者
の
、
／
鴫
開
催

7
月
2
6
日
　
（
木
）
　
1
3
時
5
0
分
か
ら
、
吉

舎
コ
ミ
ュ
三
丁
イ
セ
ン
タ
ー
で
、
約
4
0
人

の
参
加
者
で
、
高
齢
者
の
集
い
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
吉
川
会
長
か
ら
「
熱
中
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
」
と
予
防
す
る
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
用
紙
を
目
に
つ
き
や

す
い
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
は
、
三
次
警
察
署
交
通
課
長
さ
ん
か

ら
交
通
安
全
講
話
と
題
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

観
な
が
ら
「
守
っ
て
防
ぐ
！
」
高
齢
者
の
交

通
事
故
で
横
断
歩
道
を
渡
る
時
の
左
右
確
認

な
ど
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
部

は
、
三
良
坂
町
の
渡
蓮
様
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
　
「
ワ
ァ
ー
」
と

驚
き
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
大
歓
声
で
盛
り
上

が
り
、
種
明
か
し
も
し
て
い
た
だ
き
、
皆

様
、
大
拍
手
の
中
で
の
楽
し
い
集
い
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
伯
啓
子
）

お
も
し
ろ
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ



J R備後安田駅清掃活動

8月9日（木）恒例のJ R備後安田駅清

掃活動を、安和会との共催で行いました。
約20名の参加があり草刈〃草取り、駅舎
の清掃、植木の努定等を行い、気持ちよく

お盆を迎えることができました。
（滝上洋）

）　8月10日（金）、三次市街地のショッピング

センターにて、日影館高等学校の吹奏楽部の演

奏や雪道部のパフォーマンス、生徒会lこよる学

校紹介などが行われました。

私自身、雪道パフォーマンスを初めて見まし

か、その掛け声のすがすがしい力強さ、運筆の

迫力に、庄倒されてしまいました。

パフォーマンスの後は、雪道部の生徒さんに

よるうちわや固鈴に好きな文字を書いてもらえ

るコーナーが設けられ、長蛇の列ができていま

した。

展示コーナーでは写真部、美術部、害道都な

どの生徒さんの作品が展示されており、たくさ

んの人が熱心に見入っておられました。

「私たちの地元の日影館高校の生徒さんの頑張

りをぜひたくさんの吉舎町のみなさんに見ては
、）しい知ってほしい！」そんな気持ちでいっぱい

になりました。若い元気をわけてもらいまし

た。　　　　　　　　　　　　（藤村恵子）

24

年

重埜田

嘉　僅照弘卓
代弘
子　伯一雄三

（

裏
口
）

徳岡今田竹福
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平成24年度町内少年女性ソフトボール大会を8月19
日（日）に敷地グラウンドにおいて開催しました。

【大会結果】
少年の部

混成チームで分かれて試合をしました。
女性の部
優　勝　敷地チーム　／　準優勝　吉舎チーム

（体育協会　吉舎支部　野球部）

；＊・詰轡：：‘‥ 　鴬“1言’ �畿綴 �十　　　一∴ �∴∴†∴ 　ヾ： �碧‘ ・‘‾享 � � �◆、◆、－ 

：ヾ∴　∴∴ 撥i課業、：謡萩i’ �� �� � � � 

ー舐　　　一・騒 � 

寮歌 �� �罵綴“鵬・・”・：轍 �∴亘 �∴：溶き∴∴ 

率、：－ � 

ら、元気にしまなみ海道を自転車で横断しまし

リし

ま
な
み
チ
ヤ

璽繋襲竪堅輩碧
ゑ多

2012
た！ゴールの今治城ではみんなステキな笑顔で
した。　　（吉舎を元気にする会　松本聖治）
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任
期
‥
平
成

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

8
月
1
日
～
平
成
2
6
年
7
月
3
1
日

（
三
次
市
吉
舎
支
所
）

奉呈有 奥

　

田

谷

　

重

寺

　

戸

（安田）
（一二玉）

（矢井）
（敷地）

（辻　）

永
　
三
和
子
　
（
吉
舎
）

下
　
孝
　
子
　
（
安
田
）

原
　
和
　
彦
　
（
三
玉
）

井
　
康
　
之
　
（
敷
地
）

本
　
久
　
美
　
（
丸
田
）

永
　
葉
　
子
　
（
徳
市
）

吉
舎
地
域
審
議
会
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

三
次
市
で
は
、
合
併
後
も
地
域
住
民
の
声
を
行
政
施
策
に
反
映

さ
せ
、
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、
旧
市

町
村
（
8
地
域
）
　
の
区
域
ご
と
に
地
域
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま

す。
各
地
域
審
議
会
で
は
、
関
係
地
域
に
関
す
る
「
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
　
の
変
更
、
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
答
申
す
る
こ
と
や
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
審
議
会
は
、
関
係
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
か
ら
市
長
が

委
嘱
し
た
1
2
人
以
内
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、
設
置
期
間
は
、
平

成
1
6
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
2
7
年
3
月
3
1
日
ま
で
、
委
員
の
任

期
は
2
年
で
す
。

が
ん
ば
る
日
影
館
高
校
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安
心
．
快
適
な
ま
ち
づ
こ

守
ろ
う
　
吉
舎
の
ま
ち
」

「
地
域
で

～
吉
舎
町
ま
ち
づ
く
り

ピ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
～

平
成
1
6
年
に
三
次
市
と
合
併
し
、
吉

舎
町
の
6
地
区
に
自
治
振
興
会
が
設
立
さ

れ
、
こ
の
組
織
を
束
ね
る
吉
舎
町
自
治
振

興
連
合
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
1
7
年
度
に
、
吉
舎
町

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
道
し
る
べ
と
し

て
「
吉
舎
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
7
年
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
振
興
会
に
お
い
て

「
地
域
振
興
計
画
」
　
に
基
づ
い
た
、
多
様

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
活
動
が
「
吉
舎
町

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
地
域
共
有
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
吉
舎
町
全
体
、
オ

ー
ル
吉
舎
町
と
し
て
の
胎
動
が
望
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
自
治
振
興
会
を
超
え
た
グ

ル
ー
プ
づ
く
り
、
連
携
も
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

の
活
動
の
基
盤
で
あ
る
こ
の
「
吉
舎
町
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
推
進
状
況
を
検

証
し
、
吉
舎
町
の
活
性
化
へ
向
け
て
検
討

を
行
い
、
必
要
な
見
直
し
を
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
「
人
が
輝
き
、
自
然
が
き

ら
め
き
、
活
き
活
き
と
ふ
れ
あ
う
ま
ち
、

き
さ
」
を
加
速
す
る
た
め
、
皆
様
か
ら
の

御
意
見
等
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

「
吉
舎
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
　
の
骨

格
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

人
。
教
育

1
人
の
輪
〃
地
域
の
和
が
拓
く

学
び
の
ま
ち
　
き
さ

自
治
振
興
組
織
活
動
を
強
化
し
た
ま
ち

づ
く
り
　
「
協
働
で
あ
ゆ
む
　
吉
舎
の
ま

ち」

生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
「
学
ん

で
築
こ
う
　
吉
舎
の
ま
ち
」

日
彰
館
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

「
衆
縁
和
合
　
日
彰
館
と
あ
ゆ
む
　
吉
舎

の
ま
ち
」

小
〃
中
・
高
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

「
田
舎
教
育
　
吉
舎
の
ま
ち
」

交
流

－
出
会
い
　
ふ
れ
あ
い心

か
よ
う
ま
ち
　
ぎ
さ

地
域
内
外
の
交
流
促
進
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
　
「
交
流
し
元
気
の
あ
る
　
吉
舎
の
ま

ち」
交
流
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

「
資
源
を
活
か
し
た
活
気
あ
る
　
吉
舎
の

ま
ち
」イ

ベ
ン
ト
活
性
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

「
み
ん
な
で
参
加
し
個
性
あ
る
吉
舎
の

ま
ち
」

定
住
〃
環
境

－
み
ん
な
で
育
む

美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
　
ぎ
さ

美
し
い
景
観
を
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

「
自
然
美
あ
ふ
れ
る
　
吉
舎
の
ま
ち
」

豊
か
な
自
然
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
「
山

紫
水
明
の
里
　
吉
舎
の
ま
ち
」

詳
細
に
つ
い
て
は
、
吉
舎
町
自
治
振
興

連
合
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

℡
4
3
・
7
2
7
2
　
（
F
A
X
兼
）

（
上
垣
　
良
三
）

○
主
催
　
吉
舎
歴
史
民
俗
資
料
館

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

○
お
問
合
せ

吉
舎
歴
史
民
俗
資
料
館

（
℡
4
3
・
2
2
3
1
）

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

（
℡
4
3
・
7
2
7
2
）

江
戸
時
代
、
石
見
銀
山
で
採
れ
た
銀
が

運
ば
れ
た
ル
ー
ト
　
「
銀
山
街
道
」
。

陰
陽
を
結
ん
だ
街
道
は
、
歴
史
の
ロ
マ

ン
と
話
題
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

次
の
日
時
で
「
銀
の
道
も
の
が
た
り
」

の
著
者
を
お
招
き
し
て
お
話
を
う
か
が
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

新
た
な
発
見
に
出
会
え
そ
う
で
す
ね
。

○
と
き
　
9
月
2
2
日
　
（
土
）

午
後
1
時
0
0
分
～

○
場
所
　
　
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
入
場
料
　
　
無
料

○
講
師
　
　
杉
原
耕
治
さ
ん

（
私
立
盈
進
中
学
校
校
長
な
ど
歴
任
）

県
内
の
日
本
画
作
家
に
よ
る
お
な
じ
み

の
作
品
展
で
す
。

自
然
の
表
情
や
人
々
の
生
き
る
様
子
を

詩
情
豊
か
に
表
現
す
る
作
品
の
数
々
は
、

日
本
画
フ
ア
ン
な
ら
ず
と
も
そ
の
魅
力
は

尽
き
ま
せ
ん
。

約
7
0
点
の
作
品
の
中
に
は
、
吉
舎
町
の

ほ
か
三
次
市
内
の
作
家
の
作
品
も
あ
り
、

深
ま
り
行
く
秋
の
ひ
と
時
を
く
つ
ろ
い
で

お
過
ご
し
下
さ
い
。

○
期
間
　
1
0
月
4
日
　
（
木
）

～
1
0
月
0
0
日
　
（
火
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

月
曜
日
は
休
館
　
（
1
0
月
8
日
は
開
館
）

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

※
初
日
は
、
午
前
1
0
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
式
に
続
い
て
、
作
者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

○
場
所
　
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ

○

入

館

料

　

一

般

　

　

4

0

0

円

6
5
歳
以
上
　
3
0
0
円

高
校
生
　
2
0
0
円

中
学
生
以
下
及
び
障
害
者
手
帳
な
ど
所
持

者
。
介
助
者
は
無
料
。

○
お
聞
合
せ

美
術
館
あ
ー
と
あ
い
。
き
さ

（
℡
4
3
－
2
2
3
1
）



9月の新着図書案内（7月21日～8月20日受入分）

○一般書

るるぶ広島宮島′13

ヒマラヤを越える子供たち

虫の卵ハンドブック

（旅行）

マリア・ブルーメンクローン／葺（国際問題）

鈴木　知之／書（昆虫）

からだがよるこぶエノキ氷健康レシピ　江口　文陽／監修（健康）

自分で作るハブダイナモ水力発電　　　　中村　昌広／善（水力発電）

プロメテウスの貢　1・2

きみはいい子

ブラスデイズ

ワイルドピッチ

海賊とよばれた男　上・下

など39冊

○児童書

＿かいげっソロリのなぞなぞ200連発！

）唐を取材する
災害救助犬レイラ

ぶりつペ・すかっペ

仮面ライダー大図鑑

こちら動物のお医者さん　シリーズ

さがしています

おひげおひげ

つやつつやなす

ほうしとったら

（原子力発電）

中脇　初枝／著（小説）

中山　智幸／葺（小説）

蓮見　恭子／善（小説）

冨田　尚樹／善（小説）

原ゆたか／監修（なぞなぞ）

山本　美香／善（せんそうとへいカ）

井上　こみち／善（さいがいきゆうじよ）

村上　八千世／文（からだ）

（ずがん）

ルーシー・ダニエルズ／作（よみもの）

アーサー・ピナード／作（げんぱく）

西村　敏雄／絵（えはん）

いわきさ　ゆうこ／さく（えはん）

tuperatupera／さく（えぽん）

など　55冊

※貸出中の場合は予約もできます。 どうぞご利用ください。

蕪 � � ��撥 �∴∴＼＼ � 

饗i � �・←‥∴　　　　－i �※　ノ �欝 蒸茸 �∴＼ ＼ヽ＼∴∴： �懸 � 

∴ヾ：＼： ．綴－、：※ ������・、・諒 

：∴＼∴∴∴ �“・懸 � �・滋 �彩’ �騒※ �∴＼： i �∴ ＼∴ ∴シ 

賞 ����∴∴： 藻 

夏休みはおじいちゃんおばあちゃんと一緒に絵本タイム

※ 10 月 I毒 第 2 土 曜 日 に 変 更 し ま す ○ �テ l マ は つ ば と き の み �10 時 30 分 か ら �摘 ま蜜 常 轟 

葦 � �轡国鰹繋灘饗滋 　∴∴鰯、i∴∴∴∴　　∴∴∴ 

おてだま作りに挑戦中！

今月のひとこと 

「男性の多くは、自分が誰かの介護をするという意識はまだまだ低いように思う。私も実際に母の介護 

をするまで、自分のこどとして考えたことはなかった。それは、社会に出て仕事をしている以上、やむを 

えないことかもしれないらしかし、介護をしている妻を支援することはできる。とくに大切なことは、妻 

を精神的に支えるということ。取材をするなかで、夫の協力やねぎらいの言葉が大きな力になづた、と多 

くの妻たちが答えてくれた∴」『妻たちの介護　～在宅介護で孤立しないために～』中村和仁／著　より 
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7月20日（金）は1学期最後の給食です。調理場の様子

を紹介したいと思います。

献立は、やぎとり丼・牛乳・和風ごまドレッシング・ビー

フンスープです。メインのやぎとり丼は、食肉を用いた栄養

バランスのとれた料理集を参考に調理場バージョンにアレン

ジして献立に取り入れました。

エネルギーのもとになるこはんですが、吉舎調理場では小

学校3校と中学校1校など360人分のごはんを炊いていま

す。お米にすると1日30kgになります。吉舎調理場に

は、他の調理場にない炊飯設備があります。炊飯設備は、洗

米・浸潰・計婁・炊飯・むらし、それぞれの動きが一連に

なって1つのラインとなり、ごはんが出来上がっています。

できあがった大量のご飯をほぐす作業も大変な作業となり

ます。

そこで自動反転ほぐし機の登場です。ほぐし磯に任せれ

ば、ごはんの表面にある余分な水分を蒸発させてくれ、風味

のあるふっくらしたこはんに仕上げる大切な作業を行ってく

れます。炊き込みごはんの具を混ぜたりなど均一に混ぜ合わ

せる損梓作業も行ってくれます。

「ほぐし」と「挽搾作業」を同時に、しかも自動的に行う

スペシャルな機械によって、みなさんのところへおいしいご

はんが届けられているのです。

やぎとり丼に使った鶏肉は、なんと23kgになりまし

た。家庭では想像つかない重ですね！下味をしっかりつけ

て、水あめも加えて照り照りに仕上げるように調理員さんが

丁寧に焼く準備をしてくれています。彩りには、ボイルした

枝豆といり卵を加えています。輔でたり、妙めたり、煮たり

する大きな釜が3台あります。その1つを使い、12kg分

の卵を使って大きなへらでいり卵を作っています。家庭でも

経験済みだと思いますが、卵料理は火加減がとても難しいで

すよね。児童・生徒のみなさんが食べている姿を思い浮かべ

てくれていたのでしょう！とってもキレイないり卵が完成し

ました。

和風ごまドレッシングのサラダに使った野菜やハムは、す

べて加熱して、冷却させています。この日は、市販のドレッ

シングを使いましたが、手作りドレッシングを中心に味付け

しています。大童の野菜を扱うので、スライサーを使った

り、手切りにしたり、材料によって使い分けています。

ビーフンスープの、ビーフンを茹でています。熱気がすご

いですね！分厚い手袋をつけて、がんばって茹でてくれてい

ます。汁物や煮物などは、保育所・小学校・中学校と3釜全

てを使い仕上げています。

調理工程によって、それぞれ身支度を変えて、安全で衛生

的な調理を行っています。

まだまだ暑い日が続いています。調理場の中には、スポッ

トクーラーが完備されていますが、熱気の強さで、とても心

地よい環境ではありません。

調理員さんは、みなさんの成長を願って毎日一生懸命給食

を作ってくれています。調理場の一部の様子を紹介しました

が、作り手と食べる側が繋がる給食を今後も作っていきたい

と思います。
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∴ ��畿 ＼ �：擁澄 �：三∴ヾ∴＼ヾ∴ゞ 
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ビーフンをボイル中！熱気には負けないわ！
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∴∵十㌧、∴　ふ： �� 

畿滋 �� 

自動反転ほぐし機　ライスチェッカーほぐし作業完了！

蒸気回転釜が3台あります。彩のポイントになるいり卵を

作っています。安定気圧が高く、安定した温度が保たれるた

め、調理が早くできます。大活躍してくれています！
一　言‾萄・ �壷一三㌢il �� �楽章ii．ii � � 

：∴∵ � � � � � � � � � 
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やぎとり丼　牛乳　和風ごま レツシンク



楽鰯！自頒観た醐
宗主 慈 駁 該 � � 

紙 �� 

め：ヽ’・ 主翼 �� �そ・：・：・ �� � �…懸撥 　● �霧鷲獄 

茎 � �� ��� 

・、：ゝ ．＼： �∴∴∴ ��� 

言・（、‘’‘ ���浅 ∴ �∴∴∴∴∴ �� �饗 ：：； �慾 ∵ � 

8月27日（月）、食生活改善推進員さんによる食害伝達語呂がありました。安田

の小学生を対象に「作ってみよう！　♪自分でごほん♪」と起して行われました。

おにぎりを握ったり、味噌汁や、たまごDEアート、野菜もみもみサラダ、かりん

とうを作りました。

そして、推進員さんがデザートに、ミルクもちも作ってくださいました！！

初めて包丁を握る子も、自分から「やる、やる！」と包丁を持って野菜を切った

り、ゆで卵を糸できって「おお～！」と感動目

白分たちで作る食事は格別qC rこん松に食べれるの？」と驚いたほど、みんなは

こ諾蓋誌ことの大切さを学び、調理艦しさも経験しました。

推進員さんありがとうございました。　　　　　（三次市吉舎支所総合調整係）

参　操や　に答 
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、輩三揮聾 すi● 時 ま で 

i＼Yす漆 ∴∵ � �雲　易曜園田圏王音程高音音響lf聴】…因nI≡ ��、　　　　‘　－． 

9月15 ��日（土）9：45～ �安田地区敬老会 �矢野温泉あやめ 

9月15 ��日（土）10：00～ �中四字地区敬老会 �矢野温泉あやめ 

9月16 ��日（日）10：30～ �八幡地区敬老会 �八幡小学校体育館 

9月17 ��日（月）10：30～ �敷地地区敬老会 �敷地寿会館 

9月17 ��日（月）11：30～ �吉舎地区敬老会 �吉舎生涯学習センター 

9月23 ��日（日）7：30～ �徳市ふれあい健康講座（尾道松江線を歩こう） �吉舎徳市自治交流センター集合 

9月28 ��日（金）10：00～ �きさ楽生塾講演会「あなたの脳使っていますか？」 �吉舎生涯学習センター 

9月30 ��日（日）9：30～ �グラウンドゴルフ大会（吉舎地区） �吉舎公園 

10月13 ��日（土）8：00～ �花いっぱい運動（吉舎地区） �吉舎コミュニティセンター 

10月21 ��日（日）10：00～ �徳市地区敬老会・徳市文化祭 �吉舎徳市自治交流センター 

10月21 ��日（日）10：00－ �ふれあい巴まつり �吉舎生涯学習センター周辺 
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